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1 製品紹介② I

二次製品飲料水兼用耐震性貯水槽

鉄管事業部

1. はじめに

財団法人日本消防設備安全センターにおいて、平成8年3月に「二次製品飲料水兼用耐震性貯水槽」の認定基準、認

定細目、認定審査基準および判定基準が制定され、当該安全センターの認定制度が拡大された。全国の事業体で自治省

の消防防災施設・設備整備費補助を受けて事業を行うには、当該安全センターの型式認定を取得した製品を使用しなけ

ればならない。

この度、当事業部のダクタイル鋳鉄製貯水槽が、

る。

書類審査、型式認定立会試験を経て型式認定を取得したので紹介す
仕切弁（常時閉）

2. 継手の構造

貯水槽に使用されるダクタイル鋳鉄管の継手は、図 l

のUF形継手のロックリングの引っかかり部を溝から突

起にすることにより管厚を薄くし、軽量化した図 2のLUF

形継手を使用する。
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3. 貯水槽の型式

貯水槽の型式は、槽内流入管および槽内流出管の配置

により分散型（図 3)および集中型（図 4) の2種類が

あり、通常時、水道水は配水管→流入管→貯水槽→流出

管→配水管と流れ、貯水槽は配水管の一部とし機能して

いるが、地震などの地盤変動により配水管が破損した場

合には、緊急遮断弁が作動し、貯水槽内の水は外部へ流

出することなく確保される。

仕切弁（常時閉）
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刑 □図3 分散型貯水槽
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図4 集中型貯水槽
4. 型式認定

型式認定を取得した貯水槽は、表 lおよび表2のとお

りである。

表1

表2

型式番号および型式記号

呼び径 型式番号 型式記号

飲ー96004号 D2600 60 2600 D 2600 ~ 100 

D2000 60 2000 飲ー96010号 D 2000-100 

D 1500 60 
1500 飲ー96014号 D 1500-100 

容量、型式および構成材料

型式記号 実容量 型式 構 成 材 料

D2600-60 79rri' 集中 ・分散 直管4mX3本＋帽＋栓

D2600-100 100面 集中・分散 直管4mX4本＋帽＋栓

D2000-60 61面 集中 ・分散 直管4mX 3本＋ 5mxl本＋帽＋栓

D2000-100 101 rri' 集中・分散 直管4mx5本＋ 5mx2本＋帽＋栓

Dl500-60 66 rri' 集中・分散 直管5mx7本＋帽＋栓

D 1500-100 101面 分 散 直管5mX10本＋90゚冊管X2個＋帽＋栓

5. 型式認定試験

5.1 書類審査

申請時に提出した共通ファイル（主として品質管理体

制に係る書類）および型式ファイル（図面、各種計算書

など技術に係る書類）の文書審査が行われ、質問書に対

して回答書を作成し提出した。

5.2 立会試験

加賀屋工場で貯水槽を組み立てて立会試験を受けた。
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図5 水密性試験（水圧1.23MPaを5分間負荷し、

異常のないことを確認した。）

図6 全長測定（貯水容量の確認）

図7 内径寸法測定（貯水容量の確認）
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図8 組立試験

図9 表示試験（出荷時に全部材に貼付する）
ミs年 199匹

図10 付帯設備確認（流入・流出管、ウイングポン

プ、給水管、導水管など）

図11 貯水槽全景（~ 2600-100 rrl) 
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二次製品紐＊葦耐藁性貯水陪の"'オ”字につぃて（通知）

量申惰I4仔る下記 1 の一わ＿＿伯~粁水葦粍●I"性貯水槽 99、当センクーの二次製品防火

＊樗寄認定蜆君（呻59年杓安セ摂匿第2号）凛9条第9項の綱定に基づく塁式認定に

閲する老五及び試輸に合格し、下記91こより型式認定したので、問条第4項に基づ●通知

します．

l 申咋

fl) 中情● 平成8年 7月l2日

・121種別 二次製品飲料水葦•it霞性貯水槽

0)容量 6 0d. I O Od 

ul型式記号 92600-60• 四-I叩

2 塁匹

Ill 認定8 平"'年9月278
121 認定看号 飲ー"'"号

3 有効n限 平成19年3月3IEl 

図12

認定証の一例

（製品取扱営業窓口：鉄管事業部営業部）


